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３ 平成２５年度学校評価アンケート分析・考察・改善策 

(1) 分析・考察 

① 児童アンケートから 

【１・２年】 

学校へ行くのが楽しい，友だちと仲よくしている，授業はわかりやすい・・ほとん

どの評価観点において「よくあてはまる」「ややあてはまる」と答えた児童が達成率

90%を超えている。 

 「よく発表していますか」では，達成率 87.5%と他の観点に比べ若干低くなっ

ており，進んで発表することが苦手な児童が多いことがわかる。 

【３～６年】 

 １６観点中，１１観点において達成率が 80%を超えている。 

 「学級ではいじめがありません」の観点において達成率が 64.6%と低くなって

いる。友人関係において不安を感じたり，悩みを持ったりしている児童が多い

ことがわかる。 

 「進んで発表しますか」では，達成率が 66.7%となっており，発表することに

苦手意識を持った児童が多いことがわかる。 

 「気軽に相談できる先生がいますか」では，達成率が 74.2%で相談体制につい

て検討を要する。 

 「進んであいさつしていますか」では，達成率が 72.7%で，誰に対しても進ん

であいさつできる児童が少ないことがわかる。 

② 保護者アンケートから 

 ほとんどの観点において，達成率が 85%を超えている。 

 「子どもがていねいな言葉づかいができていますか」では，達成率が 42.5%と

低くなっており，言葉づかいについて課題があることがわかる。 

 「子どもが家庭や地域であいさつができていますか」では，52.5%と低く，家

庭でもあいさつについて課題があることがわかる。 

 「家庭学習に習慣化」において達成率が 77.5％となっており，学校と連携した

取組が必要である。 

③ 職員アンケートから 

 「児童のあいさつや言葉づかいの指導・・・」において達成率が 25.0%となっ

ており，指導方法についての工夫が必要である。 

 「学習規律の指導がなされ・・・」において達成率 75.0%で，学習に対する基

本的な姿勢についての指導が必要である。 

(2) 改善に向けて 

上記アンケートにおいて，特に以下の事項において改善が必要とされる。 

「すすんであいさつできる」「時と場に応じた適切な言葉づかいができる」「すすんで発

表できる」「いじめのない学級づくり」「安心して相談できる体制づくり」「家庭学習の習

慣化」 

 



  (3) 改善策 

改善事項 改善策 

① すすんであいさつで

きる 

 いろいろな場面においてあいさつの意義を伝える機会を

多く持つ。 

 学級ごとのあいさつ運動や児童会でのあいさつ運動に取

り組む。 

② 時と場に応じた適切

な言葉づかいができ

る 

 教師も言葉づかいに気をつけ，児童の手本となるように

する。 

 子どもたちと言葉づかいについて話し合いを持ち，自分

の言葉づかいについて意識させる。 

③ すすんで発表できる  安心して何でも言える雰囲気を学級・学校でつくる。 

 発表してよかったと思えるような機会を多く作る。 

④ いじめのない学級づ

くり 

 いじめは絶対に許されないという，教師の姿勢を学年当

初から，あらゆる機会を通して示す。 

 児童の様子を十分に観察し，些細な変化にも気づくこと

ができるようにする。 

 気軽に相談できる雰囲気を学校全体を通して作ってい

く。 

⑤ 安心して相談できる

体制づくり 

 学級担任だけでなく，全職員で相談を受けることができ

るように，全ての児童に日常的に声かけを行っていく。 

⑥ 家庭学習の習慣化  家庭学習の方法を学年当初に示し，家庭学習をすること

で，学習に自信を持って取り組むことができることを自

覚できるようにする。 

 各家庭へ「家庭学習の手引き」を配布し，家庭と連携し

て習慣化が図れるようにする。 

 家庭学習強化旬間を年２回設定し，家庭学習を意識的に

行う取組と行う。 

 


